
精神保健福祉行政について
医務課こころの健康推進室 精神保健グループ
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１ 精神保健医療福祉をめぐる動向と政策
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２ 精神保健福祉行政に関係する法令
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精神保健福祉に関する法律等
〇精神保健福祉法（H７～）
第1章 総則
第2章 精神保健福祉センター
第3章 地方精神保健福祉審議会及び精神医療審査会
第4章 精神保健指定医、登録研修機関、精神科病院

及び精神科救急医療体制
第5章 医療及び保護
第6章 保健及び福祉

〇心神喪失者医療観察法（H17～）
第1章 総則
第2章 審判
第3章 医療
第4章 地域における処遇

〇障害者総合支援法（H25～）
第1章 総則
第2章 自立支援級給付（自立支援医療含む）
第3章 地域生活支援事業
第4章 事業及び施設
第5章 障害福祉計画

〇その他の精神保健福祉に関する法律等
・医療法
・障害者基本法、障害者虐待防止法、障害
者差別解消法、障害者雇用促進法

・生活困窮者自立支援法
・自殺対策基本法
・アルコール健康障害対策基本法
・酒に酔つて公衆に迷惑をかける行為の防
止等に関する法律

関係法令はたくさんあります。（一つ一つに施行令・施行規則が…）
まずは、精神保健福祉法を見ていきましょう。
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精神保健福祉法について

第1章 総則

第2章 精神保健福祉センター

第3章 地方精神保健福祉審議会及
び精神医療審査会

第4章 精神保健指定医、登録研修
機関、精神科病院及び精神科救急医
療体制

第1節 精神保健指定医
第2節 登録研修機関
第3節 精神科病院
第4節 精神科救急医療の確保

今日は下線部分を
説明します第5章 医療及び保護

第1節 任意入院
第2節 指定医の診察及び措置入院
第3節 医療保護入院等
第4節 入院者訪問支援事業
第5節 精神科病院における処遇等
第6節 虐待の防止
第7節 雑則

第6章 保健及び福祉

第1節 精神障害者保健福祉手帳
第2節 相談及び援助

第7～９章（略）
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第１章総則 第１条 法律の目的

① 障害者基本法の理念にのっとり、精神障害者の権利の擁護を図りつつ、
その医療及び保護を行う。

② 障害者総合支援法と相まって、その社会復帰の促進及びその自立と

社会経済活動への参加の促進のために必要な援助を行う。

③ 精神障害の発生の予防その他国民の精神的健康の保持及び増進に努める。

④ もって、精神障害者の福祉の増進及び国民の精神保健の向上を図る。

精神障害者の権利を守るための法律

下線部は令和５年４月より新設！
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第４章 第１節 精神保健指定医

精神保健指定医の職務（法第19条の４）

○指定医として行う主な職務

・任意入院者の退院制限

・措置入院者の症状消退の届出

・医療保護入院、応急入院

・入院患者の行動制限

・定期病状報告の届出

・措置入院者の仮退院

○公務員として行う主な職務

・措置入院、緊急措置入院の判定

・措置入院、医療保護入院のための

移送時の行動制限

・医療保護入院のための移送を必要と

するかの判定

・精神医療審査会委員として行う診察

・実地指導時に行う診察
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第４章 第３節 精神科病院
○都道府県は精神科病院を設置しなければならない。（法第19条の７）

○都道府県知事は、国、都道府県並びに都道府県または都道府県及び都道府県以
外の者が設置した地方独立行政法人（以下「国等」という。）以外の者が設置し
た精神科病院であって厚生労働大臣の定める基準に適合するものの全部または一
部を、その設置者の同意を得て、都道府県が設置する精神科病院に代わる施設
として指定することができる。（法第19条の８）

精神科病院が無い時代、精神障害のある方は自宅で鍵のかかる部屋に入れ
ておくことが認められていました。（精神病者監護法）
それを是正するために、行政が精神科病院を設置する事が義務付けられて
います。

〇国等が設置する病院

県：愛知県精神医療センター、愛知県医療療育総合センター中央病院、
国：独立行政法人国立病院機構東尾張病院、独立行政法人国立病院機構名古屋

医療センター、名古屋大学医学部附属病院
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第５章 医療及び保護

入院処遇の基準

〇患者の個人としての尊厳を尊重、
人権に配慮

〇適切な精神医療の確保及び社会復帰の
促進に資すること

〇患者の自由の制限が必要な場合は
・患者に説明して制限を行うこと
・患者の症状に応じて最も制限の
少ない方法により行うこと

基準が遵守されているか、精神科病院実地指導（法第38条の６）で確認
しています。

行動制限の内容(｢医療又は保護に欠くことの
できない限度｣においてのみ可能)

○通信面会の制限（信書の発受、行政機関及び
弁護士等との面会制限はできない）

○隔離、身体拘束

病棟内での配慮

○患者の相談に応じ、必要な援助を行い、家族等
（関係機関を含む）との連絡調整を行う

○公衆電話の設置、人権擁護機関の案内等

〇第１～３節：精神科病院における入院の規定
〇第５～６節：精神科病院における処遇、虐待防止の規定
⇒これらは、精神障害のある方の医療及び保護が目的
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第６章 保健及び福祉
第２節相談及び援助（法第46～48条）

○46条 精神障害者等に対する包括的支援の確保

○47条 精神障害者に対する精神保健福祉相談
医療を必要とする精神障害者に対する適切な医療施設の紹介
精神保健に関する課題を抱えるものに対する精神保健相談
相談及び援助にあたっての関係行政機関との連携

○48条 精神保健福祉センターや保健所に置くことができる精神保健福祉相談員

私たちは、これらに基づいて、日ごろの業務（地域精神保健福祉活
動）を行っています。
具体的な内容は、「保健所及び市町村における精神保健福祉業務要
領」で定められています。
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